
次回は２月中旬頃、越冬後追肥･除草について情報提供の予定です。

２　排水対策

施用量 施用時期

窒素 2kg/10a は種後２週間～１か月（11月末までに実施する）
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１　秋期追肥

　【施用量・施用時期】

※平均気温が４～５℃を下回ると追肥効果が劣るので､遅れずに施用しましょう。
　例年、平均気温が５℃になるのは12月10日頃です。
　
※地力が高く茎数が過剰となりやすいほ場は、細麦粒の発生が懸念されるため、
　追肥量を調整しましょう。
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～越冬前の管理ポイント～

〇 越冬後の茎数を確保するため、秋期追肥を適期に実施して越冬前

生育量を確保しましょう。
k

〇 湿害に弱い小麦は、排水対策が必須です。地表水が速やかに排水

されるよう、周囲明渠等の排水溝を定期的に点検し、ゴミや土塊

による詰まりを取り除きましょう。
k

〇 降雪後は、融雪の度に融雪水が排水されているか点検しましょう。

【排水溝の点検ポイント】

＊排水溝にゴミや土塊がたまっていませんか?

＊排水溝は排水口に繋がっていますか?

＊排水溝は崩れていませんか?


